
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
２

０
２
１
年
３
月

か
ら
「
健
康
保

険
証
利
用
」
の

開
始
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
▲
こ
の
こ
と

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
っ
て
個
人
情
報
を
病
院

な
ど
の
関
係
機
関
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
一
環

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
微
税
強
化
と
医
療
費
な
ど

の
社
会
保
障
費
の
抑
制
手
段

に
し
た
い
政
府
・
財
界
の
都

合
に
よ
る
も
の
で
す
。
▲
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
憲

法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
人

権
の
一
つ
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
廃
止
を
目
指

し
、「
健
康
保
険
証
化
」
に
よ

る
普
及
を
止
め
る
運
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
▲
前
橋

市
は
、
タ
ク
シ
ー
の
助
成
制

度
の
利
用
で
、
紙
の
利
用
券

を
止
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
一
本
化
す
れ
ば
「
５

４
０
０
万
円
余
の
マ
イ
タ
ク

予
算
を
削
減
で
き
る
」
と
公

言
し
て
い
ま
す
。
▲
高
齢
者

団
体
・
消
費
者
団
体
（
構
成

員
４
万
８
千
人
）
は
、「
カ
ー

ド
一
本
化
に
反
対
し
、
マ
イ

タ
ク
制
度
を
改
善
す
る
会
」

を
立
ち
上
げ
て
運
動
を
強
力

に
進
め
ま
す
。

（
笠
原
寅
）

つ
な
が
り
絶
た
な
い
取

り
組
み

　

支
部
や
事
業
所
で
は
組
合

員
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。対

話
の
中
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
く
ら
し
の
困
難
さ
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
桐
生
地
区
は
周
辺
地
域

の
組
合
員
宅
を
訪
問
し
ま
し

た
。
広
瀬
山
王
支
部
は
10
月

中
に
３
回
の
訪
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
あ
る
高
齢
の
方
か

ら
は「
コ
ロ
ナ
で
外
出
が
怖
く

て
で
き
ず
、足
腰
が
弱
っ
て
転

倒
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
切

実
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

休
泊
支
部
は
5
件
の
お
宅

に
訪
問
し
ま
し
た
。
支
部
長

と
知
り
合
い
で
郵
便
振
り
込

み
に
よ
る
特
別
増
資
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら

は
、
近
所
に
職
員
が
住
ん
で

い
て
太
田
協
立
診
療
所
は
親

し
み
や
す
い
と
い
っ
た
話
が

聞
け
、
地
域
の
中
に
診
療
所

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

六
供
支
部
で
は
、
訪
問
し

て
も
な
か
な
か
会
え
な
い
組

合
員
宅
へ
事
前
に
電
話
を
か

け
て
か
ら
訪
問
を
行
い
、
お

元
気
な
様
子
が
わ
か
り
、
そ

の
後
出
資
金
名
義
変
更
等
の

手
続
き
に
つ
な
が
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。

　

文
京
支
部
で
も
機

関
紙
が
届
い
て
い
な

い
組
合
員
宅
の
訪
問

を
行
い
、
近
況
の
確

認
や
今
後
の
機
関
紙

配
布
の
準
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

天
川
天
川
原
支
部

で
は
、「
お
困
り
ご
と

相
談
シ
ー
ト
」
を
機

関
誌
に
折
り
込
み
配

布
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
実
際
に
電
話
で
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、こ

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

上
川
支
部
と
下
川
淵
支
部
で

合
わ
せ
て
４
つ
の
新
た
な
班

会
が
立
ち
あ
が
り
、
新
た
な

組
合
員
も
増
え
て
い
ま
す
。

よ
り
ど
こ
ろ
は
た
ま
り
場

　

公
の
施
設
が
ま
だ
十
分
に

利
用
で
き
な
い
状
況
下
、
支

部
主
体
で
運
営
す
る
た
ま
り

場
は
地
域
の
人
た
ち
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
崎
の
「
お
茶
の
み
保
健

室
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、「
福
島

を
忘
れ
な
い
学
習
会
」
を
開

催
し
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。大
泉
千
代
田
支
部
の「
ゆ

い
の
家
」
で
も
、
地
域
の
方

が
集
ま
り
お
茶
会
や
体
操
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
回
５

０
０
円
の
積
立
増
資
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
ろ
う
！

増
資
呼
び
か
け
訪
問
に

取
り
組
む

　

富
士
見
支
部
は
「
医
療
生

協
の
経
営
が
大
変
だ
か
ら
出

資
金
を
増
や
そ
う
」
と
10
月

３
回
の
訪
問
行
動
を
行
い
ま

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
医
療
生
協
を
知
ら
せ
よ
う

生
協
強
化
月
間
で
地
域
へ
Ｇ
Ｏ
！

　

２
０
２
０
年
度
生
協
強
化
月
間
が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

月
間
後
半
の
11
月
も
訪
問
行
動
な
ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
群
馬
中
央
医
療
生
協
は
こ
の
間
の
教
訓

を
ふ
ま
え
、
12
月
ま
で
生
協
強
化
月
間
を
延
長
す
る
こ
と
を
10
月
理
事
会
で
決
め
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
。
機
関
紙
配
布
者
で
顔

見
知
り
の
方
を
中
心
に
運
営

委
員
が
訪
問
し
ま
し
た
。
訪

問
先
で
は
「
医
療
機
関
は
大

変
だ
か
ら
、
事
業
利
用
し
て

い
な
い
け
ど
協
力
す
る
よ
」

と
快
く
応
対
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
て
、
３
回
の
訪
問
で

10
万
円
の
増
資
が
あ
り
ま
し

た
。

　

宝
泉
支
部
は
、
診
療
所
を

利
用
し
て
い
な
い
方
か
ら
も

郵
便
振
り
込
み
で
数
件
の
増

資
が
あ
り
ま
し
た
。
後
日
、

支
部
運
営
委
委
員
の
方
々

が
、
お
礼
の
手
紙
を
持
っ
て

あ
い
さ
つ
に
う
か
が
い
ま
し

た
。

桐生地区の訪問でみえてきたくらしぶり
　桐生協立診療所は、今年４月から所長が西上医師に交代し、午後の診療を増やすなど診
療体制を大きく改善しましたが、知られていないという事が明らかになりました。そこで、
診療所近隣にお住まいで、しばらく組合員宅を訪問し、体制変更のお知らせ、自治体健診の
お勧めなどを行い、コロナ禍のもとでの困りごとがないかなど対話することを計画しました。
　訪問行動は、７月から10月で計４回、延べで組合員
と職員41名が参加し、約100件で対話ができました。
　自動車関連メーカーに勤めている方で、コロナ感染拡
大の影響のため今は週に３日しか仕事がない、会社が
希望退職者を500名募っていて社長面接が始まるので
不安になっているという組合員がいました。
　診療所を受診した時の対応に関して、厳しい意見
も頂きました。
　「くらしと健康」の未配布も何件か判明し、さっそ
く配布の手配も行いました。
　介護申請の手続きと利用方法に困っている方がい
たため、ケアマネジャーに対応してもらいフォロー
していく予定です。
　個人のお宅に訪問し対話することで見えてくる課
題も多いかと思います。今後も、継続して訪問行動
を計画していく予定です。� 事務長　吉田　一夫

訪問前の打ち合わせ

マスクを着用しての地域訪問

しっかりマスクを着用
声でつなぐ電話

⑴ 　　　  （毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2020.12.1 第656号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）
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桐生協立診療所	 TEL:0277-53-3911
協立歯科クリニック	 TEL:027-265-6601
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「福島をわすれない！」学習会　各地で開催
　群馬中医療生協平和まちづくり委員会では、原発や環境問題について考えるきっかけとして福島の被災地視察ツアーを昨年開催
し、好評であったため、今年も開催を予定していましたが、残念ながら新型コロナウイルス感染対策のため、中止となってしまい
ました。しかし、昨年案内役を務めていただいた原発事故損害賠償群馬訴訟原告の丹治杉江さんよりそれに代えて学習会の開催を
提案していただき、実現することができました。
　10月、11月にかけて３会場合計４回の学習会を行いました。各会場とも当日は定員いっぱいの参加となり、丹治さんは用意して
くださった資料とスライドをもとに分かりやすくお話をしてくださいました。
　丹治さんのお話は、マスコミでは報道されない福島の本当の現状を知ることがで
き、中には思わず息をのむようなリアルな写真なども交えたもので、あっという間に
時間が過ぎてしまいました。
　この学習会は日々変化していく福島の状況を知るため、今後も継続して開催し、来
年こそは現地に視察に行きたいと思います。

＜参加された方の感想＞
・�はずかしながらこの学習会に参加を決めるまで福島のことを忘れていました。当日
までに今までの新聞の福島に関する記事を遡って読み返し、日々考えながら生活し
ていきたいと思いました。

・�丹治さんの話を聞けば聞くほど原発がいかに怖いもので、人々を苦しめるものなの
か、全く必要のないものということが分かりました。この10年間で私も一人の母親
となり、考える視点や感じ方も変わってきました。自分たちの世代だけでなく未来
ある子どもたちの世代が安心して暮らせる世の中について、改めて深く考える機会
になりました。

　

桐
生
協
立
診
療
は
地
域
の
組
合

員
さ
ん
や
患
者
さ
ん
に
向
け
、
西

上
所
長
の
「
健
康
座
談
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
は
９
月

30
日
（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
終
活
」。
10
人
の
組
合
員

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
由
に
意
見
交
換
す
る
場
面
で

「
先
生
の
話
を
聞
き
、
子
ど
も
達
か

ら
渡
さ
れ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
意
味
が
良
く
分
か
り
ま
し

た
」「
私
に
は
ま
だ
早
い
か
な
？
」

と
思
い
つ
つ
参
加
し
た
が
、「
参
加
し
て
と
て
も
良
か
っ
た
。」
と
の
感

想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
上
所
長
の
座
談
会
は
気
軽
に
参
加
で
き
、参
加
さ
れ
た
方
々
と
の

自
由
な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、座
談
会

は
来
年
１
月
ま
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
も
定
期
的
に
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

「終活」−自然に逝くことの意味
（座談会参加者の感想から）

　私の義父は２年前に他界しました。認知症が進
み、グループホームに移り、90歳の誕生日を迎えて
間もなくでした。
　義父とは病気になってからのことなど話し合っ
たこともなく、私たちが義父の命の選択をせまられ
ることになりました。病院に入院し胃ろうをすれば
命は長らえるかもしれませんが、認知症を患ってい
る義父にとってそれが最善の方法なのか、担当の医
師や弟たちと相談して、グループホームで看取って
もらうことにしました。
　私たちの選択が良かったのかどうか？今も分か
りませんが、西上先生のお話しの中で「生きるとは、
生物として生きることとキャラクター（その人らし
さ）として生きること」がある事を知り、自然に逝
くことの意味を考えさせられました。
　今の世の中何が起こるかわからない中で、私たち
の年代でも終活ノートを活用し、子どもたちとも話
をしてみようかな、と思いました。

好
評
で
す
！
西
上
所
長
の
健
康
座
談
会

─
桐
生
協
立
診
療
所
─

11月17日前橋

11月14日桐生

10月31日前橋10月31日訴訟原告団へのカンパ活動10月21日伊勢崎

⑵く　ら　し　と　健　康2020.12.1 第656号 　く　ら　し　と　健　康



社
会
福
祉
法
人
協
同
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
な
み

ほ
な
み
だ
よ
り

社
会
福
祉
法
人
　
協
同
福
祉
会

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
ほ
な
み

副
施
設
長
　
山
口
　
怜
生

第４号

Ｑ１　マスクの材質はどんなものが良いのでしょうか？
Ａ１　マスク着用の効果は感染予防よりも、拡大防止が主となります。
　　�　飛沫による感染拡大防止という意味では、材質はどんなもので
もそれほど変わりありません。安いものでも大丈夫です。

　　�　医療現場のような感染予防（防御）が必要となる場所では、特
定の高性能マスクが必要となります。

　　�　日常の感染予防では、不織布でできているサージカ
ルマスクで十分です。

Ｑ３�　現状の様な繋がりが制限される状況はいつぐらいまで続きま
すか？　

Ａ３�　終息の目標はインフルエンザと同等で、抗ウイルス薬とワクチ
ンを使用して、ゼロにはならなくても、死亡率を0.1%〜
0.001%以下まで下げることだと思います。重症の方は、医療設
備の整った病院で診ていきますが、軽症の方を開業医が診られる
ような状況として、簡易検査キットやワクチン、抗ウイルス薬が
普及するまでに、おそらくあと半年程度かかると思われます。

Ｑ２�　RSウイルスもインフルエンザウイルスも今年は10月の段階で
少ない状況です。全世界の方がマスクを着用して、手指消毒を行
っているので、今年の冬の感染症は減りますか。

Ａ２�　新型インフルエンザの時も緊急事態宣言による移動自粛など
が緩和し、７月くらいまでは他の感染症が少なくなりました。そ
の後、感染症の指定が緩和し、予防策をゆるめたことで、他の感
染症も広がりました。今回の新型コロナウイルスの場合も、標準
予防対策を一般の方々がしっかりと行うことで、インフルエンザ
の流行もかなり抑制できる可能性があります。

Ｑ４�　第２波では、重症者数が減少している様に思われますが、なぜ
ですか？

Ａ４�　なぜ重症者が減ったかというと、第２波では20〜30代の若年
層が圧倒的に多いからです。第１波は重症化しやすい高齢者に陽
性者が多い傾向でしたが、第２波では20代の人たちを中心に感
染が広がっていると思われます。加えて、第１波の時には、検査
体制が十分ではなく、重症者や感染がかなり疑わしい人しか検査
を行えていなかったことも影響しています。

Ｑ５　公共交通機関の利用による感染リスクは高いのでしょうか？
Ａ５�　日本の新幹線や飛行機は、かなり換気機能が進んでいます。感染の一番の因子は密閉です。満員であっても常に３密が保たれているわけでは
ないので、リスクはそれほど高くないとの研究結果がでています。長距離を移動するバスでは、窓を開けるなどの換気がないとやや
危険だと思います。エアコンの風上と風下の位置においても感染リスクに差が出るとの報告もあります。

　

ほ
な
み
の
入
り
口
が
オ

レ
ン
ジ
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
た
の
に
お
気

づ
き
だ
っ
た
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

毎
年
９
月
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
月
間
、
９
月
21
日
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
、

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
な
み
の
あ
る
前
橋
市
で

は
、
前
橋
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
あ
る
臨
江
閣
と
い
う

建
物
を
オ
レ
ン
ジ
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
た
り
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
花
で
あ
る
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
種
を
配
布
し

た
り
と
行
政
が
主
導
と
な

っ
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

に
合
わ
せ
て
、
ほ
な
み
で
も

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
関
わ
る
施
策

や
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
で
は

オ
レ
ン
ジ
色
に
統
一
さ
れ
て

い
ま
す
。「
柿
色
」を
し
た
オ

レ
ン
ジ
は
、
認
知
症
の
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
で
す
。
江
戸
時

代
の
陶
工
・
酒
井
田
柿
右
衛

門
が
夕
日
に
映
え
る
柿
の

実
の
色
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得
て
作
り
出

し
た
赤
絵
磁
器(

有
田
焼
、古

伊
万
里)

は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

も
輸
出
さ
れ
世
界
的
な
名

声
を
誇
り
ま
す
。
こ
の
赤
絵

磁
器
と
同
じ
よ
う
に
、
世
界

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
日
本

発
の
認
知
症
の
施
策
や
考

え
方
を
広
め
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
ま
た
、
温
か
さ
を

感
じ
さ
せ
る
こ
の
色
は
、

「
手
助
け
し
ま
す
」
と
い
う

意
味
を
持
つ
と
言
わ
れ
、
こ

の
色
が
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

厚
労
省
が
発
表
し
た
推

計
に
よ
れ
ば
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
に
は
、
認
知
症
患
者

数
は
７
０
０
万
人
〜
８
０
０

万
人
前
後
に
達
し
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
約
５
人
に
１

人
を
占
め
る
見
込
み
で
す
。

小
学
生
の
数
が
２
０
１
９
年

の
約
６
３
７
万
人
と
の
統
計

が
出
て
お
り
、
小
学
生
よ
り

も
認
知
症
の
方
が
増
え
る

と
い
う
現
実
で
す
。

　

地
域
社
会
で
も
、
周
り
の

人
と
の
関
係
が
損
な
わ
れ

た
り
、
家
族
が
疲
弊
し
て
し

ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
囲
の

理
解
と
気
遣
い
が
あ
れ
ば

穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま

ず
は
正
し
い
知
識
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
ん
な
活
動
を
ほ
な
み

も
非
力
な
が
ら
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

先
日
も
地
域
か
ら
前
橋

市
経
由
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
依
頼
が

あ
り
、
前
橋
市
内
で
実
施
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

こ
の
よ
う
な
場
を
増
や
し
、

希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
出

向
い
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
是
非
、
ほ
な

み
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新型コロナQ＆A
　群馬パース大学の木村博一教授をお迎えして、10月に新型コロナウイルス
の学習会をおこないました。参加者から木村教授へ興味深い疑問が出され、
回答を頂きましたので、本誌で一部を紹介します。

臨江閣のライトアップ
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正
し
い
か
み
合
わ
せ
と
健
康

正
し
い
か
み
合
わ
せ
と
健
康

特 集
　

協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は

お
子
さ
ん
か
ら
、大
人
の
方
ま
で

対
応
し
た
矯
正
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

矯
正
治
療
と
は
、見
た
目
の
悪

い
歯
な
ら
び
や
か
み
合
わ
せ
を
、

き
ち
ん
と
か
み
合
う
よ
う
に
治

し
て
、き
れ
い
な
歯
な
ら
び
に
す

る
治
療
で
す
。歯
の
な
ら
び
が
ガ

タ
ガ
タ
し
て
い
た
り
、上
下
の
ア

ゴ
の
歯
な
ら
び
が
お
互
い
に
ち

ゃ
ん
と
か
み
あ
っ
て
い
な
い
状

態
を
、専
門
的
に
は
「
不
正
咬
合

（
ふ
せ
い
こ
う
ご
う
）」と
い
い
ま

す
。こ
の
不
正
咬
合
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、

・
食
べ
物
が
よ
く
か
め
な
い

・
こ
と
ば
の
発
音
が
明
瞭
で
な
い

・
む
し
歯
に
な
り
や
す
い

・
歯
周
病
に
な
り
や
す
い

・
口
臭
の
原
因
に
な
る

・
ア
ゴ
の
関
節
に
負
担
を
か
け
る

・�

転
ん
だ
時
に
歯
を
折
っ
た
り
、

ケ
ガ
を
し
や
す
い

な
ど
の
問
題
が
で
て
き
ま
す
。見

た
目
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
健

康
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、治
療

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

治
療
が
必
要
な
「
不
正
咬
合
」

の
種
類
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介

し
ま
す

叢
生
（
そ
う
せ
い
）

　
歯
の
大
き
さ

に
対
し
て
、
ア

ゴ
（
歯
の
な
ら

ぶ
場
所
）
が
小

さ
く
て
歯
が
き

れ
い
に
並
ば
な

い
状
態

　

歯
な
ら
び
が
ガ
タ
ガ
タ
で「
乱

ぐ
い
歯
」「
八
重
歯
」
な
ど
と
も

言
わ
れ
る
。

　

歯
み
が
き
の
と
き
に
歯
ブ
ラ

シ
が
行
き
届
か
ず
に
汚
れ
が
残

り
や
す
く
、む
し
歯
や
歯
周
病
に

な
り
や
す
い
。

上
顎
前
突

（
じ
ょ
う
が
く
ぜ
ん
と
つ
）

　
上
の
前
歯
が

強
く
前
方
に
傾

斜
し
て
い
た

り
、
出
て
い
た

り
す
る
出
っ
歯

の
状
態

　

ま
た
、
下
の

ア
ゴ
が
小
さ
か
っ
た
り
、後
ろ
に

あ
る
こ
と
で
見
か
け
上
出
っ
歯

に
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。口

が
閉
じ
ず
ら
く
、口
呼
吸
を
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
口
臭
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。転
ん
だ
時
に
前

歯
を
折
っ
た
り
、く
ち
び
る
を
切

っ
た
り
し
や
す
い
で
す
。

反
対
咬
合

（
は
ん
た
い
こ
う
ご
う
）

　
下
の
歯
が
上

の
歯
よ
り
前
に

出
て
い
る
反
対

の
か
み
合
わ
せ

　

下
の
ア
ゴ
が

大
き
す
ぎ
た

り
、
上
の
ア
ゴ

が
小
さ
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

言
葉
の
発
音
が
明
瞭
で
な
く
、

聞
き
取
り
に
く
い
話
し
方
に
な

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

開
咬
（
か
い
こ
う
）

　
か
も
う
と
し

て
も
前
歯
が
か

み
合
わ
な
い
か

み
合
わ
せ

　

前
歯
で
食
べ

物
を
か
み
切
れ

ま
せ
ん
。
指
し

ゃ
ぶ
り
や
、舌
の
悪
い
く
せ
が
原

協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

副
所
長

歯
科
医
師　

萱
間
　
暁
彦

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
の
流
れ

　

当
院
で
の
矯
正
治
療
の
流
れ

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

① 

初
診
相
談

本
人
や
ご
家
族
の
方
が
ど
こ
を

ど
う
気
に
な
っ
て
い
る
の
か
、ど

う
治
し
た
い
の
か
、要
望
を
伺
っ

た
う
え
で
、予
想
さ
れ
る
治
療
法

や
お
お
よ
そ
の
治
療
費
、治
療
期

間
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

② 

検
査
・
診
断

検
査
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
、模

型
の
型
取
り
、口
腔
内
と
顔
の
写

真
撮
影
を
行
い
、検
査
結
果
を
も

と
に
治
療
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

検
査
か
ら
約
１
か
月
後
に
治
療

方
針
、
治
療
期
間
、
治
療
費
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

③ 

装
置
装
着
・
治
療
開
始

矯
正
装
置
（
バ
ン
ド
、ブ
ラ
ケ
ッ

ト
、
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
を
装
着

し
、
歯
を
動
か
し
ま
す
。

治
療
は
１
ヵ
月
に
１
回
の
頻
度

で
来
院
し
て
い
た
だ
き
、治
療
期

間
は
２
〜
３
年
程
度
か
か
り
ま

す
。

④ 

保
定
・
経
過
観
察

矯
正
装
置
に
よ
っ
て
歯
を
動
か

し
き
れ
い
な
歯
な
ら
び
に
な
っ

た
後
は
、保
定
装
置
（
リ
テ
ー
ナ

ー
）
を
使
用
し
、歯
な
ら
び
を
安

定
さ
せ
ま
す
。３
カ
月
に
１
回
の

頻
度
で
来
院
し
て
い
た
だ
き
、歯

な
ら
び
の
チ
ェ
ッ
ク
、ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。３
年
程
度
経

過
観
察
を
し
ま
す
。

治
療
費
に
つ
い
て

　

矯
正
治
療
は
基
本
的
に
保
険

外
治
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
当
院
で
の
矯
正

治
療
に
か
か
る
治
療
費
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

初
回
の
相
談
は
無
料
で
す
。

　

相
談
後
、治
療
を
希
望
さ
れ
る

方
は
く
わ
し
い
検
査（
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
写
真
、
模
型
）・
診
断
を
行

い
ま
す
。料
金
は
２
０
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

　

検
査
・
診
断
後
治
療
を
始
め
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
基
本

料
１
２
０
０
０
０
円
、ブ
ラ
ケ
ッ

ト
の
装
置
を
装
着
す
る
時
に
１

０
０
０
０
０
円X

２
（
上
下
顎

別
）リ
テ
ー
ナ
ー
を
装
着
す
る
時

に
２
５
０
０
０
円X

２（
上
下
顎

別
）、
毎
回
の
調
整
料
は
３
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

　

治
療
費
の
概
算
合
計
は
、50
万

円
〜
60
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　

診
断
、治
療
の
経
過
に
よ
っ
て

は
上
記
の
治
療
の
流
れ
に
な
い

装
置
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
、

別
途
料
金
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

＊
料
金
は
税
別
表
記
で
す
。非
組

合
員
の
方
は
す
べ
て
２
割
増
し

の
料
金
と
な
り
ま
す
。

☆
当
院
で
の
治
療
症
例

治
療
例
１

叢
生
（
そ
う
せ
い
）

治
療
例
２

上
顎
前
突

（
じ
ょ
う
が
く
ぜ
ん
と
つ
）

　

お
子
様
の
歯
並
び
等
で
不
安

の
あ
る
方
、お
悩
み
の
あ
る
方
等

は
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。

協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
矯
正
治
療
に
つ
い
て

①治療前①治療前

③治療経過２③治療経過２

②治療経過１②治療経過１

④治療後④治療後

協立歯科クリニック　矯正治療費参考一覧（税別）
初回相談 無料
検査、診断料 20,000円
基本料 120,000円
ブラケット装置装着（上顎） 100,000円
ブラケット装置装着（下顎） 100,000円
リテーナー装着（上顎） 25,000円
リテーナー装着（下顎） 25,000円
調整料（毎回） 3,000円
矯正治療（概算計） 50～60万円程度
※非組合員は、上記2割増
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地域活動アラカルト

　2020年「WHO健康ウォーク」を10月28日（水）に、韮川北支
部の担当で開催しました。28日は県民の日でしたので小学生（２
名）も参加して62名の参加者となりました。
　各コースは太田北部運動公園（八王子公園）で出発式と準備体操
を行い、許可を得てゴルフ場の散策、田園地帯を通過して、北関東
自動車道のスマートインターは徒歩でも入場できるので立ち寄り
ました。展望台からは快晴なら秩父・西上州の山並みが展望でるの
ですが薄っすらとしか見えませんでした。紅葉にはまだ早かったで
すが、約２時間健康ウォークを楽しむことが出来ました。
� （小川弘巳）

太田ブロック健康ウォーク開催しました。

　11月８日（日）に桐生地区の健康ウォークが開催されました。参
加者は23名で、予想を超えての大盛況でした。当日は風もなく暖か
で、ウォーキングには絶
好の日となりました。
　渡良瀬川沿いの遊歩道
から見える景色は素晴ら
しく、会話もはずんで秋の
空の下、楽しくウォーキン
グを行う事ができました。

　通所リハビリテーション
さくらんぼ（前橋協立病院敷
地内）では、利用者の経験や
知識を生かし、施設の前で夏
野菜や草花の栽培を行って
います。思うようにいかない
ことも多くありますが、花が
咲くことや収穫だけが結果
ではなく、育てる過程や毎日
の変化も大きな楽しみにな
っています。職員も一緒に参加し、新たな発見や
学ぶことばかりです。秋は、なでしこの種を収穫
し、袋づめにして地域の組合員さんに配りました。
利用者さまの特技を生かしたり、地域と繋がるこ
とで、施設で過ごす時間にやりがいや主体性をも
った楽しみが生まれています。冬季の取り組みと
して、たくさん実ったアサガオの種を組合員のみ
なさんにもお届けできたらと相談しています。
（通所リハビリさくらんぼ　主任　小池千咲）

桐生地区健康ウォーキング

通所リハビリで
いきいき園芸活動

仲
間
の
作
品
コ
ー
ナ
ー

前橋市　水上多美子さん太田市　長谷川明子さん

−わたらせ川満喫ウォークイベント−
赤ピーマンを
収穫する利用者さん

パンジーをプランター
へ植える利用者さん
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
七
日

当
日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
256
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
255
回
の
答
え
》

ア
カ
ト
ン
ボ（
赤
と
ん
ぼ
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

細
菌
よ
り
小
さ
い
病
原
体

２　

タ
ン
は
牛
の
…
…

３　

会
議
で
話
し
合
う
原
案

４　

ミ
カ
ン
科
の
果
実
。
ブ
ン
タ
ン
と

も
い
い
ま
す

５　

冬
至
に
は
ユ
ズ
を
入
れ
ま
す

７　

エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
す
。
…
…
主
義

９　

災
害
時
の
非
常
食
に
も
な
り
ま

す
。
…
…
食
品

12　

理
想
郷
で
す
。
…
…
の
園

14　

衝
撃
や
影
響
と
い
う
意
味

16　

首
都
は
バ
グ
ダ
ッ
ド

17　

服
装
に
つ
い
て
ル
ー
ル
。
…
…
コ

ー
ド

18　

12
月
で
す

19　

原
…
…
、
思
…
…
、
妙
…
…

21　

円
周
率
を
表
す
記
号

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

胃
袋
を
四
つ
持
っ
て
い
ま
す

３　

日
本
一
有
名
な
繁
華
街

６　

長
靴
の
形
を
し
た
国
で
す

８　

ス
ペ
イ
ン
の
民
族
舞
踏
・
舞
曲

10　

電
気
プ
ラ
グ
の
差
し
込
み
口

11　

あ
る
期
間
の
終
わ
り
。
将
来
や
未

来
と
い
う
意
味
も

13　

種
…
…
、
同
…
…
、
分
…
…

15　

重
さ
の
単
位
で
す

16　

東
南
ア
ジ
ア
に
あ
る
国
で
、
国
民

の
９
割
近
く
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

す
20　

元
気
な
子
を
こ
う
言
い
ま
す
ね

22　

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
く
て
も
楽
し

み
ま
す

23　

中
島
み
ゆ
き
の
ヒ
ッ
ト
曲

256

クロス漢字ワード当選者  （①応募総数②正解者数③当選者）／ 254回①30通②30通③5名　水野登美子 （前橋）　　ショコタロメン （前橋）　　エミちゃん （前橋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルーミン（佐波）　大賀孝道（伊勢崎）

第
127
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2020
・
11

風
音
に
心
せ
か
さ
れ
冬
支
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
子

大
切
な
方
の
訃
報
や
破
芭
蕉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
子

そ
の
ま
ま
の
妻
の
籐
椅
子
た
そ
が
れ
て
　
　
　
　
　
丑
男

万
歩
計
お
供
に
元
気
秋
の
野
に
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
子

（
敬
称
略
）

早
朝
、
ム
ク
ド
リ
の
群
れ
が
皆
同

じ
方
向
を
目
指
し
て
飛
ん
で
い
き

ま
し
た
。
ま
る
で
、
雲
の
中
か
ら

湧
い
て
く
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

（
板
倉
町　

み
の
り
）

毎
朝
、
庭
に
家
の
富
有
柿
が
バ
タ

バ
タ
と
落
ち
て
い
ま
す
。
今
年
の

暑
か
っ
た
気
候
の
せ
い
で
し
ょ
う

か
。

（
前
橋
市　

ま
っ
ち
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
気
を
付
け
る

必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
人
間
は
ウ

イ
ル
ス
と
共
存
し
て
き
た
は
ず
で

す
。
だ
ん
だ
ん
元
の
生
活
に
戻
る

よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

（
前
橋
市　

ル
ー
シ
ー
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染

し
て
も
普
通
の
風
邪
と
同
じ
よ
う

な
症
状
な
の
で
、
そ
こ
が
と
て
も

恐
ろ
し
い
病
気
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
感
染
し
な
い
よ
う
な
対
策

を
と
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

『
み
ん
な
の
声
』を
い
つ
も
楽
し
み

に
見
て
い
ま
〜
す
。

（
前
橋
市　

わ
こ
ち
ゃ
ん
）

自
己
流
で
相
撲
甚
句
を
や
っ
て
い

ま
す
。
楽
し
い
で
す
よ
。

（
前
橋
市　

お
か
め
）

柚
子
が
色
づ
き
ま
し
た
。
柚
子
は

免
疫
力
を
上
げ
る
果
実
で
苦
み
と

酸
味
が
闘
病
中
の
方
の
口
に
合
う

よ
う
で
す
。
友
人
は
抗
が
ん
剤
の

副
作
用
で
何
も
食
べ
ら
れ
な
い
と

き
、
不
思
議
に
柚
子
ジ
ャ
ム
を
食

べ
た
が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
負

け
じ
と
毎
朝
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
た
っ

ぷ
り
の
柚
子
ジ
ャ
ム
を
添
え
て
頂

き
、
せ
っ
せ
と
ジ
ャ
ム
作
り
に
励

む
毎
日
で
す
。

（
前
橋
市　

松
村
恵
津
子
）

今
、
コ
ロ
ナ
で
あ
ま
り
外
に
出
な

い
た
め
、
家
で
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

や
る
と
き
も
、
長
く
イ
ス
に
座
っ

て
い
な
い
で
、
こ
ま
ご
ま
動
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
一
日
で
も
早

く
マ
ス
ク
の
要
ら
な
い
日
が
来
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

ユ
ー
ミ
ン
）

し
た
た
か
な
コ
ロ
ナ
に
右
往
左
往

し
た
年
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
昨
今
、
何
で
も
な

い
一
日
が
ど
ん
な
に
大
切
か
、
か

み
し
め
て
い
ま
す
。

（
太
田
市　

坂
庭
友
江
）

濃
い
ブ
ル
ー
の
折
り
畳
み
傘
を
も

っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
。
あ
る
朝
、
途
中
で
傘
の
カ
バ

ー
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
き
ま
し
た
。
翌
日
、
道
の
端

に
目
を
や
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る

と
、
有
っ
た
の
で
す
。
カ
バ
ー
の

上
に
、
風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

に
石
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
見

ず
知
ら
ず
の
人
の
示
す
ほ
ん
の
僅

か
な
思
い
や
り
の
心
に
、
幸
せ
な

気
持
ち
に
浸
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 （
太
田
市　

あ
ゆ
み
Ｔ
・
Ｔ
）

プ
ラ
ン
タ
ー
で
さ
つ
ま
芋
を
育
て

ま
し
た
。
ツ
ル
が
長
く
伸
び
る
の

で
、ネ
ッ
ト
に
這
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

通
行
人
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
立
ち
止

ま
り
、
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。
先

日
、
掘
り
返
し
た
ら
、
立
派
な
紅

さ
つ
ま
が
た
く
さ
ん
現
れ
た
の

で
、
お
も
わ
ず
ホ
ク
ホ
ク
顔
に
な

り
ま
し
た
。

 

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

風
よ
け
の
木
の
枝
を
切
っ
て
い
た

ら
直
ぐ
近
く
に
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の

巣
が
…
幸
い
寒
さ
で
飛
べ
ず
刺
さ

れ
ず
に
済
み
ま
し
た
。
あ
の
人
も

野
良
で
マ
ス
ク
し
一
人
仕
事

（
太
田
市　

中
村
正
一
）

昨
年
８
月
末
の
右
手
首
接
合
手

術
、
今
年
の
７
月
に
は
、
固
定
し

た
プ
レ
ー
ト
の
取
り
出
し
の
手
術

を
受
け
ま
し
た
。２
回
に
わ
た
り
、

病
院
の
職
員
さ
ん
た
ち
の
総
力
を

あ
げ
て
の
手
術
、
看
病
等
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
最
終
受
診

日
に
、「
転
ん
で
、
ま
た
こ
こ
に
来

な
い
よ
う
に
」
と
先
生
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
入
院
時
の
ご
飯
の
盛
り

付
け
の
丁
寧
さ
、
術
中
不
安
な
私

に
経
過
報
告
を
い
た
だ
い
た
り
、

各
種
の
検
査
も
た
く
さ
ん
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
一
つ
一

つ
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

あ
ら
た
め
て
「
は
い
」
と
答
え
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

（
前
橋
市　

本
田
尋
美
）

近
場
に
紅
葉
を
見
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
心
が
ほ
っ
と
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
、
早
く
収
ま
っ
て
ほ
し

い
！
！（

前
橋
市　

町
田
ま
っ
ち
）

大
丈
夫
心
配
な
い
よ
と
電
話
口

　
　
　

八
十
路
の
母
は
優
し
い
嘘
つ
く

猫
好
き
の
優
し
い
俳
句
作
る
人

　
　
　

御
礼
の
返
句
に
心
ほ
っ
こ
り

 

少
林
寺

晩
秋
や
捨
て
猫
二
匹
白
と
黒

拾
ろ
は
れ
て
福
顔
仔
猫
冬
初
め

 

星
子

海
ふ
く
ら
み
急
ぎ
向
う
や
さ
ん
ま
船

読
み
聞
か
せ
母
も
楽
し
い
長
い
夜

 

田
中
八
重
子

免
許
証
自
主
返
納
の
今
朝
の
冬

コ
ロ
ナ
禍
の
街
俯
瞰
す
る
大
聖
樹

 

中
島
毅
峰

迷
い
猫
い
つ
の
間
に
や
ら
家
の
猫

紙
風
船
息
吹
き
入
れ
て
空
風
に

 

三
輪
ヒ
サ

日
を
入
つ
穂
を
刈
る
の
ち
の
邑
平

村
は
ず
れ
声
な
き
葬
列
落
葉
ふ
む

 

田
中
八
重
子

秋
蝉
が
頑
張
り
過
ぎ
て
声
細
る

コ
ス
モ
ス
が
ほ
ど
よ
い
風
に
酔
い
乱
れ

 

伊
藤
ミ
ツ

【
短
歌
】

投
稿

【
俳
句
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2020
・
11

赤
り
ん
ご
見
て
お
い
し
そ
う
食
べ
て
な
お
　
克
ち
ゃ
ん

朝
顔
や
小
首
か
し
げ
て
話
し
か
け
　
　
　
　
け
ん
ち
ゃ
ん

山
眠
り
我
も
ウ
ト
ウ
ト
老
い
最
中
　
　
　
　
や
つ

常
備
薬
忘
れ
る
程
の
健
康
長
寿
　
　
　
　
　
松
ち
ゃ
ん

車
椅
子
松
風
永
久
に
秋
の
薔
薇
　
　
　
　
　
信

小
夜
の
風
銀
杏
散
ら
し
群
雀
　
　
　
　
　
　
平
野

秋
の
風
頬
を
か
す
め
て
吹
き
通
る
　
　
　
　
高
橋

茜
空
塒
に
帰
る
鳥
の
群
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山

⑹く　ら　し　と　健　康2020.12.1 第656号 　く　ら　し　と　健　康



理
事
会
だ
よ
り

●
10
月
24
日
（
土
）
定
数
29
名
中
26
名
の
出
席
で

第
5
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

① 

会
務
報
告
に
関
す
る
件

② 

専
門
委
員
会
に
関
す
る
件

③ 

理
事
研
修
会
に
関
す
る
件

④  

第
１
四
半
期
経
営
課
題
の
進
捗
状
況
に
関
す

る
件

⑤  

生
協
強
化
月
間
前
半
の
ま
と
め
と
後
半
の
課

題
に
関
す
る
件

⑥  

直
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
事
務
幹

部
人
事
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2020年10月末）

組　合　員 35，702人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，624人

　太田・館 林 地 域　組合員：　6，000人

　桐生・みどり地域　組合員：　2，940人

　その他の地域　組合員：　　138人

出　資　金 9億7,592万8,800円

一人平均出資金 27，335円

暮らしとお金に関する
無料相談のご案内

　前橋協立病院では、くらしやお金に関する無料の相談窓
口（金融コンシェルジュ）を設置しています。これは、特
定非営利活動法人日本ファイナンシャル・プランナーズ協
会の協力を得て実施するもので、協会が派遣するファイナ
ンシャル・プランナーが中立的な立場からご相談にお答え
します。
　患者さま・ご家族の方及び組合員のみなさまからのご相
談をお受けいたします。お気軽にご相談ください。

相談日：毎月　第２火曜日 ・ 第４金曜日（祝祭日の場合は振替）
相談料：無料
予約時間：①10時半〜　②13時〜　③15時〜　（各90分）
申込み先：前橋協立病院　　TEL 027-265-3511（代表）
　　　　　群馬中央医療生協 組合員活動課　TEL 027-265-3531

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

組合員のみなさまへのお願い

住所、氏名、家族が変更したら
ご連絡をお願いします
　当生協に登録してある組合員ご本人の住所、氏
名に変更があった場合、または、ご家族の構成に
変更があった際には、生協本部までお知らせくだ
さい。転居をされていなくても区画整理などによ
り住居表記が変わられた場合も、ご一報いただき
ますよう併せてお願いいたします。

ご連絡先　群馬中央医療生協本部総務部
　　　　　電話027-265-3531

2020年度の自治体健診・
がん検診を予約受付中！

　病気の早期発見の為にも健診を是非受けましょう。
コロナ禍で、自治体健診の期間が延長となっている地
域があります。

⃝前橋市は２月末日まで。
⃝桐生市は１月末日まで延長。

⃝太田市は胃カメラのみ１月末日まで延長。

お問い合わせ先
　前橋協立病院健診室　　TEL　027-265-3511（代表）
　前橋協立診療所　　　　TEL　027-231-6060（代表）
　太田協立診療所　　　　TEL　0276-45-4911（代表）
　桐生協立診療所　　　　TEL　0277-53-3911（代表）

医療費の支払いに
お困りの方はご相談ください

無料低額診療事業のご案内
　無料低額診療事業は、生計困難な方が経済的理由で必要な
医療を受ける機会を制限されることがないよう、無料または
低額な料金で診療を行う事業として、社会福祉法に位置付け
られています。
　群馬中央医療生協は「一人ひとりのいのちが大切にされ、
人権が尊重されるまちづくりに貢献する」という理念にも
とづき、この事業に取り組んでいます。

◆減免の対象となる方
〇生計困難者で、１ヶ月の世帯収入が生活保護基準の140%
以下の方は、収入額に応じて医療費の本人負担が全額免除
または一部免除になります。
〇外国人、ホームレス・住所喪失不安定労働者、DV被害者
等社会的援助を要する人などで、明らかに無保険の方は無
料で診療を行います。
◆実施している事業所　　　※問い合わせ及び相談窓口
　前橋協立病院  前橋市朝倉町828-1  TEL 027（265）3511
　太田協立診療所  太田市石原町927  TEL 0276（45）4911
　前橋協立診療所  前橋市城東町3-15-28  TEL 027（231）6060
　桐生協立診療所  桐生市相生町2-554-7  TEL 0277（53）3911
　協立歯科クリニック  前橋市朝倉町830-1  TEL 027（265）6601

介護にかかるお金が不安
今入っている生命保険って
このままでいいの？

急な入院で医療費の
出費が心配・・

相続の準備って
どうしたらいいの？
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て

は
、
祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診）

半澤
(第1,2,3,5） 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３）

萱間
（第2,3,4,5） 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
堀口 堀口 ＊歯科医の研修等で変更

になることがあります。
担当制を希望される方
は、お手数ですが事前に
お問い合わせ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっており
ます、お電話で予約でき
ます。
＊診療時間中の急患は随
時受け付けておりますの
で、ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

午後
月・火・水・金曜
木曜	14:30～ 16:30
13:30～16:30

半澤
(奇数月第3）

萱間 萱間 萱間 萱間 萱間
（奇数月第3休診）

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～ 20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第1～5)

西上(第2～5) 西上 鈴木
（第４休診） 小	林 西上(第1・3)

片岡(第4・5)
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 第1休診

西上(第2～5) 西上 西上

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第2・4のみ)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
無料送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
遠藤

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
小泉
岡田

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口
遠藤
第４週
加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

（月曜は15:00～）

遠藤
（16時まで）
（第１・３・５）
小泉

小平 宮平
遠藤

（第４・５）
坂本

加藤

夜間
17:00～ 加藤

往診 加藤 加藤
遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 小平 坂本 小澤
※月曜午後の外来は一部予約を除き15：00〜になります。
※糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべく早めに受付をお願い致します。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
　
科

午
前

予約外 小　林修 野　本 高　柳 弘　中 宮　澤 大　宮

予約外来
瀧　口道

鈴　木（第４週休診）
糖尿病：深　津

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞
鈴　木
骨：茂　木
8:30～10:00
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
坂　本

（第１/３/５週）
鈴　木
小　野芳
宇　敷

（第２/４週）

西　上
塵　肺：小　林
（第２/４週）
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：山　田
宮　澤

瀧　口道
鈴　木
瀧　口由
西　上

瀧　口道
鈴　木（第１/４/５週）
西上（第４週）
三　浦章（第１週）

呼吸器：三浦陽（第１週）
砂長（第３週）

糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
循環器：中島（第３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

予約外 大　宮 工藤瑞 大　宮 弘　中 坂　本

予約外来
田ヶ原

循環器：金　古
泌尿器（佐々木/辻）

心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
呼吸器：三浦陽

糖尿病・甲状腺：吉　岡

野　本（第２/４/５）
三　浦章

肝臓：高　柳
循環器：中　島
（第１週）

循環器：金　古（第２/３/４週）
糖尿病・甲状腺：松　本
呼吸器：上吉原（第２/４週）

田ヶ原
心療内科：鈴　木

橋　爪洋
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

＊夜間は予約患者さん専用外来
となります。
＊急患の方はいつでもご相談下
さい。

夜間 予約外来 鈴　木 石　川　
三　浦章 西　上

小児科

午前 一般外来
矢　島

精神発達：齋　藤
佐　藤

矢　島 齋　藤 矢　島 矢　島
齋　藤

齋　藤
矢　島（第１）
佐藤（第３/４/５）

午後 専門外来
アレルギー：矢　島

（第３週休診）
精神衛生相談：角　田

乳健３週間・予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

乳健３ケ月・予防接種：齋　藤
（第３休診）

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

精神発達：齋　藤

乳健９～10ヶ月・予防接種：
齋　藤（第１/３/５休診）
アレルギー：矢　島
精神衛生相談：角田

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 精神発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 小　松 白　石・小　松 白　石・小　松 小　松・北　原 白　石・北　原
北　原（第１/３週）
西　出（第４週）
白　石（第５週）

午後 婦人科 小　松 白　石（第３・４週は午後３時迄） 休　診　（手術） 小松・北原（14:30～） 白　石・北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 山　口 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 栗　原 岩　森 岩　森（第２/４週休診）
午後 栗　原

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田（隔週） 休　診
午後 手術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 植　原 交替制
午後 腸 橋　爪真 山　𥔎 橋　爪真

健　診
午前 大　宮 伊　藤 矢　島 伊　藤 須　藤
乳腺・
甲状腺 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯島　ＡＭ

小児科受付時間
午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜
間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、
この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。産婦人科受付時間 午前8:00~11:00　※予約優先午後14:00~16:00　（初診予約可） 午後14:00~16:00

2020年12月１日現在の診療体制
病院・診療所とも第２土曜・日・国民の休日は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前
（予約制）

高柳
井上

桑原（21日休）

高柳（11時まで）
井上
谷口

桑原
谷口

高柳（11時まで）
谷口

高柳（11時まで）
井上
桑原

 ５日：高柳
19日：谷口
26日：井上

午後 高柳
15時30分～17時

桑原
14時30分～17時

井上
14時30分～17時

井上
14時30分～17時

桑原
14時30分～17時

夜間 高柳
17時～18時30分

井上
17時～18時

＊午前の受付時間：８時30分～12時
＊午後の受付時間：15時30分～17時（月）
　　　　　　　　　14時30分～17時（火）～（金）　　＊レントゲン：月～金曜日の午前中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
＊夜間の受付時間：17時～18時30分（月曜）、17時～18時（金曜）
＊休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・祭日・年末年始（12月30日～１月３日）
＊	前橋市の特定健診とインフルエンザの予防接種も行っています。予約制となっていますので、ご希望の方は受付ま
でお問い合わせください。

※第２土曜　休診

⑻く　ら　し　と　健　康2020.12.1 第656号 　く　ら　し　と　健　康


